
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈プロジェクト連携イメージ〉 

子どもたちの 
思い・願い 

 

「はまっ子未来カンパニープロジェクト」は、企業・地域等の方々と横浜の児童生徒が連携し、
「商品開発・販売」や「地域課題の解決」に関する学習を行う中で、児童生徒の社会参画に対す
る意識を高める「自分づくり（キャリア）教育」の事業として、平成 28 年度から実施し、令和４
年度で７年目の取組となります。 

本プロジェクトは、横浜市のキャリア教育「自分づくり教育」を推進する上での大きな取組の
一つであり、社会や集団の中での自分の役割を意識し、今も将来もふるさと横浜に貢献すること
で、夢や希望、目標をもてるようにすることを大切にしています。 

横浜市内の 

企業・地域の力 

わたしたちはこの分野に強

いですよ！ 

ぜひ一緒にやっていきま

しょう！ 

わたしたち、こんなこと

ができますよ！ 

地域防災についてみん

なに呼びかけたい！ 

自分たちにできることを考え、大人

と連携・協働し、大人の姿に学びな

がら地域課題を解決していく 

コロナで元気を失

っているまちを笑

顔にしたい！ 

 

 

「専門家の話を聞

いてみたいな…」 

 

これからの時代を担う児童生徒に必要な資質・能力の育成のためには、学校と社会との連携や
協働が必要不可欠です。日本の教育が大きく変わるこの時期に、横浜のまちで、大人と子どもが
協働し、課題解決していく、このプロジェクトがもつ意味は、これからますます大きくなると考
えています。 

 

小・中・高の学級や学年、クラブ・委

員会、部活動などで参加できます。 

わたしたちもこんなことが

やりたいんですよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

第６回 はまっ子未来カンパニープロジェクト 

取組報告パンフレット 

瀬ケ崎小学校 ５年生の取組  

【黒船石けんで変える 世界の環境と私たちの未来】 

〈子どもたちの思い・願い〉 

・みんなで楽しく手洗いできるよう 

な、地域のよさを生かし、人に送 

りたくなるような石けんを作りた 

い。 

〈連携企業〉 

 ・ハーチ株式会社 

 ・SDGs横浜金澤リビングラボ 他 

横浜金澤 黒船石けん 
竹炭の黒さやペリーが金沢区に来ていることから
黒船石けんと名付けました。宣伝用写真も自分た
ちで撮りました。 

桜岡小学校 ５年生の取組 

【カレースパイスでつながる私たちの未来 】 

〈子どもたちの思い・願い〉 

・上大岡のまちをカレーで笑顔 

いっぱいの街にしたい。 

 ・誰もが安心して笑顔で食べら 

れるカレーを作りたい。 

〈連携企業〉 

 ・交易食品株式会社 

 ・Spicy Monkey’s 

 

 

はまっ子未来カンパニープロジ
ェクトのおかげで、ダイナミック
な活動を行うことができました。
外部の方との連携で、教育活動が
より充実し、子どもたちの力を伸
ばしていくことができました。 

自分の住んでいる地域でもこの取組をして
いるお店があり、地域との協働的な活動があ
ることで、地域に見守られていることを感じ
てとてもいいなと思いました。 

プロと関わることでチャレンジでき、
協働して１人ではできないことを達成
することができました。また、子どもの
願いを形にするときにはプロの意見や
関わりが必須だと感じました。 

参加された先生方の言葉 

実践を伴う充実した活動ができたのは、地域の方
のご協力と研究費用等の補助あってのものです。 

地域貢献について取り組み、子どもの
地域参画の意識が上がりました。学びの
場を学校以外に広げることは、子どもの
世界観や価値観を広げることにも繋が
ると思いました。 子どもたちが経験できないことを行うこと

ができたことが大きな財産です。非常に有効
な取り組みだと思うし、他の学校でもやって
ほしいなと思いました。 

連携機関との打ち合わせ方が以前
と変わりました。以前はほとんど活
動内容のみの打ち合わせでしたが、
目的や教育的な意義など深い部分ま
で打ち合わせをすることができまし
た。おそらく本プロジェクトの目的
を理解していたことや実施計画を作
る段階でその辺りのことを認識して
いたことが要因だと思います。 

教育委員会事務局 小中学校企画課 


